
弾道ミサイル落下の全国瞬時警報システム（J アラート）が鳴った場合の対応 

 

 

大分市中学校体育連盟 

 

 

（１）大会前（当日の朝、選手が家を出る前など） 

   ①その時にとれる避難行動を行う。 

   ②J アラート追加情報の確認をする。 

    ・領海外にミサイルが落下した場合    → 予定通り大会実施 

    ・領土、領海内にミサイルが落下した場合 → 自宅または宿泊施設に待機 

      → 大会実施の有無等は、教育委員会、大会本部、開催会場及び競技部長、競技専門部で

協議の上、決定する。 

 

（２）大会中 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

J アラートが鳴った 全国瞬時システムのメッセージを聴く 

競技の中断 
○屋外競技 
選手や保護者、役員を頑丈な建物へ避難させる。 

○屋内競技 
窓から離れた場所へ誘導し待機させる。屋外にいる選手

や保護者、役員を体育館へ避難させる。 

カーテンがある場合はカーテンを閉め、窓の近くから離

れさせる。 

けが人がいる場合は、応急手当をする。 

弾頭の種類に応じて被害の様相や対応が大きく異なり

ます。そのため、テレビ、ラジオ、インターネットなど通じて

情報収集に努める。 

J アラート追加情報の確認 

○領海外にミサイルが落下した場合    → 予定通り大会実施（再開） 

○領土・領海内にミサイルが落下した場合 → ①競技の中断 

                                       ②安全が確保されるまでその場で待機 

→ 大会実施（再開）の有無等は、教育委員会、大会本部、開催会場及び競技長、競技専

門部で協議の上、決定する。 


